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西村議長から
はたちを迎えられる皆様へ

　西村義直京都市会議長から、「どのような
状況にあっても自分の可能性を信じ、何事
にも果敢にチャレンジ」「政治やまちづくり
に積極的に参画していただきたい」とのお
祝いの言葉が贈られました。

門川市長から
はたちを迎えられる皆様へ

　門川大作京都市長から、「人生に無駄なこ
となし」「迷った時は困難な道を選ぼう」「京
都の更なる前進に向けて皆さんに参画して
いただきたい」との式辞がありました。

華包贈呈
　稲田新吾京都市教育長、吉田良比呂京都
市副市長、澤村悦弘ユース２１京都理事長
から二十歳の誓い発表者に、京都の若手華
道家達が現代に復活させた江戸時代のいけ
ばなの伝書に残る「華包（はなつつみ）」が
贈られました。
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令和6年 京都市はたちニュース

参加者代表による「二十歳の誓い」

おめでとう・
ありがとうの手紙

はたちを迎えた方から、家族か
ら、気持ちを伝える「おめでとう・
ありがとうの手紙」。たくさんの
ご応募ありがとうございました。
受賞作は下記に記載のオフィ
シャルサイトからご覧ください。

発行：子ども若者はぐくみ局
　　　子ども若者未来部育成推進課
令和６年 3月

京都市では、社会全体で青年の門出を祝い励ます気運を高め、
成人の日をきっかけに人と人、人と社会の絆が深まるよう、
「はたちプロジェクト」を展開しています。
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京都市はたちを祝う記念式典
オフィシャルサイト
https://kyoto20.city.kyoto.lg.jp/

懐かしの給食コーナー

お茶席

餅つき・振舞い餅コーナー京都ハンナリーズ
ブース

撮影スタジオでの
記念撮影

川合　啓太さん
高校の野球部で副キャプテンを務めた際、部員が思う
ように動いてくれず、なんでこんなにしんどいことをして
いるのかと思っていた時、京セラの創業者、稲盛和夫さ
んの本で「利他の心」という言葉に出会いました。その
時から、人が喜ぶ姿や楽しんでいる姿を見ることが、い
つも私を動かす原動力になっています。
今、世界は平和といえる状況では決してありません。
将来私はそんな世の中を変えてみせます。簡単ではあり
ませんが、「利他の心」を忘れず、次世代を引っ張ってい
ける人になることを二十歳の誓いとします。

今井　宝希さん
両親からいつも言われていたのは、「好きなことを見つ

けなさい。そしてそれを仕事にしなさい。」という言葉で
した。本当に楽しいこと、好きなことを見つけるというの
はとても難しかったですが、友達から誘われた漫才が好
きなことを見つける出発点となりました。
私の将来の夢は教師になることです。両親がしてくれ

たように主体性を重んじ、一人ひとりの個性を尊重し、
何より生徒を巻きこんで楽しい授業をする「面白可笑し
い先生」になりたいです。

柏原　李咲さん
私は幼い頃から水泳選手として過ごし、身体を動かす
ことが生きがいでしたが、高校1年で「化学物質過敏症」
を発症しました。学校にも行けなくなり、夢や意欲を失っ
ていた時、担任の先生が生徒会やボランティア活動への
参加を勧めてくださいました。そして、「新しい環境」で
楽しさや嬉しさを感じるようになると、「隠したい」「苦手」
とする部分を個性や特性と捉えることができるようにな
りました。
私が経験した苦しいことや克服したことをこの場で話す

ことで、誰かの背中を押すことができればと思っています。

古川　夏帆さん
小中高と成績優秀で、そのことを自分でも誇りに思っ
ていましたが、合格した京大では、周りは自分より優秀
な人間ばかりでした。「こんなんあかん！このまま終わる
んは嫌や！」と奮起し、勉強面では勝ち目がないなら別
の方法を考えようと、私が立てた新たな目標は、「誰より
も面白くて充実した大学生活を送る」ということでした。
これからも様々なことにチャレンジし、経験と知識を
積み重ね、コミュニケーション能力を向上させて、自分
の世界を広げていきます。


